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産婦人科感染症の症例 に対 し,pazunoxacin(PZFX)を1回100mg～200mgを1日3回, 4～

14日 間投与 し,次 の結果 を得 た。

子宮内膜炎2例,子 宮頸管炎1例,卵 巣膿瘍2例,卵 管炎4例,子 宮溜膿腫2例 ・バル トリ

ン腺膿瘍2例,バ ル トリン腺炎1例,産 褥子宮内感染症1例 に対する臨床的効果 は15例 中14

例が有効であった。細菌学的効果では6例 に菌が検 出され,2例 で菌が消失,1例 で減少あるい

は部分消失,2例 で菌交代がみ られた。 クラミジアによる子宮頸管炎の1例 は臨床的効果は無

効 であ り,細 菌学的効果 も不変であった。

本剤に起因する自他覚的副作用はな く,臨 床検査値異常は認められなかった。
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Pazunoxacin(PZFX)は 富山化学工業株式会社 と株式会

社ミドリ十字により共同開発 された経口用ニューキ ノロ

ン系合成抗菌薬である。

本剤はニューキノロン薬の特徴である幅広い抗菌スペ

ク トルと強い抗菌力を有 し,ま た,血 中半減期が短いに

もかかわらず高い血中濃度 を示 し,炎 症巣移行性 も良好

である1)。

今回,PZFXの 産婦 人科領域 における臨床的検討を行

う機会を得 たのでここに報告する。

対象は平成4年10月 よ り平成5年2月 までの問に徳

島大学医学部産科婦人科あるいは国立南和歌山病院産婦

人科 を受診 し,同 意 の得 られた産婦人科感染症患者15

名で,そ の内訳は子宮 内膜炎2例,子 宮頸管炎1例,卵

巣膿瘍2例,卵 管炎4例,子 宮溜膿腫2例,バ ル トリン

腺膿瘍2例,バ ル トリン腺炎1例,産 褥子宮内感染症1

例であった。

PZFX, 1回100mg～200mgを1日3回,4～14日 間

食後経口投与 し,計1500mg～4200mgを 使用 した。

細菌学的効果 は,起 炎菌の消長か ら消失,減 少,不 変,

菌交代 または判定不能 と判定 した。臨床効果 は,自 他覚

症状の消長,臨 床検査成績の推移から総合的に判定 し,

主要 自他覚症状 検査所見が3日 以内 に著 しく改善 し治

癒 した場 合 を著効,症 状 が3日 以 内 に改 善の傾 向 を示

し,そ の後治癒 した場合 を有効,症 状が3日 経過 しても

改善 されない場合は無効 とした。

なお,切 開,穿 刺 などの外科的処置を併用 した場合は

著効 とせず,す べて有効 と判定 した。

Table 1に 症例の内容 と治療成績 を示 した。

子宮内膜炎2例,子 宮頸管炎1例,卵 巣膿瘍2例,卵

管炎4例,子 宮溜膿腫2例,バ ル トリン腺膿瘍2例,バ

ル トリン腺炎1例,産 褥子宮内感染症1例 ではいずれ も

症状が消失 し,有 効であった。15例 中6例 で分離菌が同

定された。2例 で菌が消失,1例 で減少あるいは部分消

失,2例 で菌交代がみ られた。 クラミジアによる子宮頸

管炎の1例 は臨床的効果は無効であ り,細 菌学的効果 も

不変であった。

投与の 中止 を要する ような臨床上の副作 用は1例 も

み られなかった。

投与前,中,後 に末梢血,肝 機能,腎 機能検査 を施行

した(Table2)。 末梢血,肝 機能,腎 機能検査で,本 剤投

与に起因すると思われる異常変動 は認め られなかった。

産婦人科領域における細菌感染症の場合,各 種の菌が

分離 され,混 合感染 も多数みられる。そのため外来での

治療 に際 して,第 一次選択剤 として広 い抗菌スペ クトル

を持つ経 口抗生物質が必要 となる。

本剤 は,グ ラム陽性菌お よびグラム陰性菌 に対 して幅
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Table 1. Clinical results of pazufloxacin treatment

Table 2-1. Laboratory findings in patients treated with pazufloxacin

B: before A: after
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Table 2-2. Laboratory findings in patients treated with pazufloxacin

B: before A: after

広い抗菌スペ ク トルを有 し,経 口吸収性,婦 人性器組織

移行も良好である1)。これ らの特徴か ら,本 剤は産婦人科

領域の経口剤適応の軽～中等度の感染症 に対 して有用な

抗菌薬となることが期待 される。

我々の検討では,臨 床効果は15例 中複数菌感染1例

を含む14例 に有効 で,有 効率93.3%で あ り,分 離 され

た起炎菌 は8株 中6株 が消失 した。

以上 より,PZFXは 産婦人科領域の感染症に対 して,

臨床上有用性の高い抗菌薬であることが示唆された。
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Pazufloxacin (PZFX) was administered to 15 patients with gynecological infections. 

The symptoms and signs of 14 patients except one chlamydial cervicitis improved. 

Bacteriologically, bacteria were detected in 5 cases. The causative oraganisms were eliminated in 3 

cases and replaced in 2 cases. Chlamydia trachomatis was not eliminated. 

Neither subjective and objective side effects nor abnormal laboratory findings were observed. 

PZFX is expected to be useful in the treatment of gynecologic infections.


